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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体に進退自在に保持されたニードル弁を有し、このニードル弁の手前側端部に、ニー
ドル弁の進退方向に対して直角方向に延びる係合ピンを設け、この係合ピンが挿通される
スリット状のガイド手段を上記本体側に有すると共に、本体に揺動自在に保持された操作
レバーに上記係合ピンが挿通されるスリット状の駆動部を形成し、操作レバーを揺動する
ことによりガイド部と駆動部とが重なる部分を変位させて、この重なる部分に挿通されて
いる係合ピンを介してニードル弁を進退させ、火力調節を行う火力調節装置において、上
記係合ピンの移動が上記本体から露出した状態で行われるようにニードル弁の手前側端部
を本体から突出させると共に、上記本体に板状のガイド板を取り付け、このガイド板に上
記ガイド手段として機能するガイド部を形成したものであって、上記操作レバーを揺動自
在に保持する部分に、円柱状の位置決め部を形成し、上記ガイド板にこの位置決め部が挿
通される位置決め穴を形成すると共に、位置決め部の円筒面と位置決め穴の周縁との双方
に、互いに係合してガイド板の回り止めをする回り止め部を形成したことを特徴とする火
力調節装置。
【請求項２】
　上記ガイド部の長手方向を、上記ニードル弁の往復方向に対して傾けて形成したことを
特徴とする請求項１に記載の火力調節装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、ガスコンロに組み込まれ、操作レバーを揺動することによってガスバーナへ
のガスの供給量を増減してガスバーナの火力調節を行う火力調節装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　上述のような火力調節装置として、例えば、ダイキャスト製の本体に、手前側から奥側
に向かってニードル弁を進退自在に保持させ、このニードル弁が進退することによりガス
バーナに供給されるガス量を増減するものが知られいている（例えば、特許文献１参照）
。
【０００３】
　このものでは、ニードル弁の手前側端部に、ニードル弁の進退方向に対して直角方向に
延びる係合ピンを設けている。そして、ニードル弁を収納しているシリンダ状の収納穴を
外部に開放すると共に、その開放部分に係合ピンが嵌まるすり割り状のガイド溝を形成し
ている。このように構成することによりニードル弁が進退すると、係合ピンがガイド溝内
を移動し、その移動中に係合ピンとガイド溝との協働によりニードル弁の回転が阻止され
る。
【０００４】
　また、本体の上部に揺動自在に操作レバーを保持すると共に、この操作レバーにガイド
溝に交差するようにスリット状の駆動部を形成し、その駆動部に上記係合ピンを挿通させ
ておく。
【０００５】
　このように構成することにより、操作レバーを揺動すると、ガイド溝と駆動部との重な
りの位置が移動するので、ニードル弁は係合ピンを介して前後方向に往復移動することに
なる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１０－２０３６５６号公報（図１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記従来の火力調節装置では、すり割り状のガイド溝が上下方向に抜けているので、煮
こぼれ等の液状物が上方から滴下してきても、その大半はガイド溝内を通ってさらに下方
に流れ落ちる。ところが、ガイド溝の左右部分はニードル弁の手前側端部の外周面が接触
しているので、その接触部分の微小隙間内に毛細管現象によって液状物が浸入するおそれ
が生じる。そのため、例えガイド溝を液状物が上下方向に抜けるように形成していても、
ある程度の液状物がニードル弁の外周面に沿って本体内に浸入するおそれが生じる。
【０００８】
　そこで本発明は、上記の問題点に鑑み、ニードル弁の手前側端部に液状物が滴下しても
、その液状物が本体内に浸入することを可及的に防止することのできる火力調節装置を提
供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために本発明による火力調節装置は、本体に進退自在に保持された
ニードル弁を有し、このニードル弁の手前側端部に、ニードル弁の進退方向に対して直角
方向に延びる係合ピンを設け、この係合ピンが挿通されるスリット状のガイド手段を上記
本体側に有すると共に、本体に揺動自在に保持された操作レバーに上記係合ピンが挿通さ
れるスリット状の駆動部を形成し、操作レバーを揺動することによりガイド部と駆動部と
が重なる部分を変位させて、この重なる部分に挿通されている係合ピンを介してニードル
弁を進退させ、火力調節を行う火力調節装置において、上記係合ピンの移動が上記本体か
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ら露出した状態で行われるようにニードル弁の手前側端部を本体から突出させると共に、
上記本体に板状のガイド板を取り付け、このガイド板に上記ガイド手段として機能するガ
イド部を形成したものであって、上記操作レバーを揺動自在に保持する部分に、円柱状の
位置決め部を形成し、上記ガイド板にこの位置決め部が挿通される位置決め穴を形成する
と共に、位置決め部の円筒面と位置決め穴の周縁との双方に、互いに係合してガイド板の
回り止めをする回り止め部を形成したことを特徴とする。
【００１０】
　上記従来の火力調節装置ではニードル弁に設けた係合ピンは、すり割り状のガイド溝に
ガイドされていたが、上記構成では係合ピンが設けられている手前側端部が本体から露出
しているので、このニードル弁の手前側端部に煮こぼれ等の液状物が滴下しても、本体内
に浸入することなく下方に落下する。なお、すり割り状のガイド溝を廃止したので板状の
ガイド板を別途設けて、このガイド板にガイド部を形成した。
【００１１】
　なお、若干量ではあるが液状物が本体内に浸入すると、ニードル弁と本体との間の摩擦
が大きくなり、あるいは固着してニードル弁を進退移動させづらくなるおそれがある。そ
のような場合には、上記ガイド部の長手方向を、上記ニードル弁の往復方向に対して傾け
て形成し、ニードル弁が進退移動する際にニードル弁が回転するように構成すればよい。
【００１２】
　ところで、本体に対してガイド板を別途形成することにより、本体に対するガイド板の
位置決めを行う必要が生じる。そこで、上記操作レバーを揺動自在に保持する部分に、円
柱状の位置決め部を形成し、上記ガイド板にこの位置決め部が挿通される位置決め穴を形
成すると共に、位置決め部の円筒面と位置決め穴の周縁との双方に、互いに係合してガイ
ド板の回り止めをする回り止め部を形成した。
【発明の効果】
【００１３】
　以上の説明から明らかなように、本発明は、係合ピンが設けられているニードル弁の手
前側端部を本体から露出させたので、この手前側端部に液状物が滴下しても、液状物が本
体内に浸入することを可及的に防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施の形態の構成を示す図
【図２】操作レバーとガイド板との形状を示す分解斜視図
【図３】ニードル弁の構造を示す断面図
【図４】ガイド穴の詳細を示す平面図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１を参照して、１は本発明による火力調節装置の一例である。この火力調節装置１は
ダイキャスト製の本体２の上部に水平方向に揺動自在に操作レバー３が取り付けられてお
り、この操作レバー３を左右方向に揺動することにより、図示しないガスバーナに供給さ
れるガス量が増減し、それによりガスバーナの火力が調節される。なお、１１は点消火ボ
タンであり、この点消火ボタン１１を押し込むことによりガスバーナに点火され、再度点
消火ボタン１１を押し込むと、ガスバーナへのガスの供給が停止してガスバーナが消火す
る。
【００１６】
　図２を参照して、５がニードル弁であり、このニードル弁５が進退して本体２に対して
出入りすることによりガスバーナに供給されるガス量が増減する。
【００１７】
　このニードル弁５の手前側端部には、ニードル弁５の往復移動方向に対して直角に延び
る係合ピン５１が設けられている。この係合ピン５１は本体に取り付けられる板状のガイ
ド板４のガイド穴４１に挿通されると共に、操作レバー３の駆動穴３１にも挿通される。
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【００１８】
　本体２の上部には円筒状の位置決め部２３が形成されており、ガイド板４に形成した位
置決め穴４２に位置決め部２３が嵌合するように形成されている。また、位置決め部２３
には１対の回り止め突部２４が形成されており、位置決め穴４２に形成した１対の回り止
め凹部４３に回り止め突部２４が係合することによって、ガイド板４の回り止めがされる
。なお、ガイド板４の上方への抜け止めは、ガイド板４を本体２にねじ止めすることによ
り行った。
【００１９】
　図３および図４を参照して、ガイド穴４１は直線状のスリット形状で有り、駆動穴３１
は湾曲した長穴形状に形成されている。従って、操作レバー３を左右に揺動すると、ガイ
ド穴４１と駆動穴３１との交差部分が前後に移動する。上記係合ピン５１はこの交差部分
に位置するので、操作レバー３を揺動すると係合ピン５１はガイド穴４１に沿って前後に
移動する。その結果、係合ピン５１と共にニードル弁５が前後に移動してガスバーナの火
力が調節される。
【００２０】
　なお、図４に示すように、ガイド穴４１の長手方向をニードル弁５の進退方向に対して
平行に形成するのではなく、ニードル弁５の進退方向に対して角度α傾けて形成した。こ
のように、ガイド穴４１を傾けて形成することにより、ニードル弁５を進退させる際に、
ニードル弁５が回転するようにした。
【００２１】
　上記構成では、ニードル弁５の手前側端部は本体２から完全に露出しているので、この
手前側端部に上方から煮こぼれ等の液状物が滴下してきても、本体２内に浸入することな
く、そのままさらに下方に落下するが、若干ではあるが、ニードル弁５の周面に沿って本
体２内に浸入するおそれがある。そして、その浸入した液状物によってニードル弁５が本
体２に対して固着した場合であっても、ニードル弁５を進退させる際にニードル弁５を回
転させることにより固着が解消され、スムーズに火力調節を行うことができる。
【００２２】
　なお、ガス器具の前面から水平方向に洗剤などが吹き付けられる場合があるが、そのよ
うな前面からの液状物の浸入に対して、ニードル弁５に液状物が掛からないように、操作
レバー３には防護壁３２を形成し、ガイド板４には防護部４４を形成した。
【００２３】
　なお、本発明は上記した形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範
囲内において種々の変更を加えてもかまわない。
【符号の説明】
【００２４】
　１ 火力調節装置
　２ 本体
　３ 操作レバー
　４ ガイド板
　５ ニードル弁
 １１ 再度点消火ボタン
 １１ 点消火ボタン
 ３１ 駆動穴
 ４１ ガイド穴
 ５１ 係合ピン
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